
 
 

平成２２年度第１回千葉市救急業務検討委員会 

 

議  事  録 

 

 

１ 日 時  平成２２年５月１７日（月） １９時００分～２０時００分 

 

２ 場 所  千葉市中央区長洲１丁目２番１号 

       千葉市消防局（セーフティーちば）７階 作戦室 

 

３ 出席者 

（１）委 員（１１名） 

   平澤 博之委員、織田 成人委員、谷嶋 つね委員、中村 弘委員、 

山本 義一委員、高橋 敬一委員、中村 孝雄委員、中田 泰彦委員、 

高橋 長裕委員、湧井 健治委員、廣瀬 彰委員 

（２）事務局 

   安川消防局長、飯塚警防部長、渡邉救急課長、古川救急課長補佐、山口救急管理 

係長、鮫島救急高度化推進係長、高山司令補、新濱司令補、植田士長、初芝指令

課長 

（３）オブザーバー 

千葉県：安西室長（総務部消防地震防災課）、山口室長（健康福祉部医療整備課） 

千葉市：森係長（健康医療課）、渡辺係長（健康企画課） 

 

４ 議題 

  委員長の選出及び職務代理者の指名について 

  （千葉市救急業務検討委員会設置条例第４条関係） 

 

５ 報告 

（１）消防局組織改正について 

（２）「指導救命士」の指名について 

（３）「一般救急救命士の再教育病院実習」について 

（４）指令センター共同運用に伴う「千葉市消防局指令センター医師常駐体制」に関す 

る千葉市救急業務検委員会の見解について 

（５）救急隊と航空救急隊の同時出動体制の運用につて 

（６）平成２２年度委員会・専門部会開催予定について 

 

６ その他 

  平成２２年度第２回千葉市救急業務検討委員会開催日程について 

 



 
 

７ 議事概要 

（１）平成２１年度第４回千葉市消防局救急業務検討委員会議事概要報告 

   平成２２年３月１日（水）に開催された、平成２１年度第４回千葉市消防局救急

業務検討委員会の議事概要は、平成２２年度第１回千葉市救急業務検討委員会の会

議資料として、各委員あてに事務局から事前配布されていたことから、議事概要に

関する疑義、意見等はなく了承された。 

 

（２）議題１「委員長の選出及び職務代理者の指名について」 

   委員の任期満了に伴い、平成２２年４月、新たに委員の委嘱が行われたことから 

  千葉市救急業務検討委員会設置条例に基づき、委員長の選出及び職務代理者の指名 

  について審議した結果、委員長は平澤委員、職務代理者は平澤委員長から織田委員 

  との指名がありそれぞれ承認された。 

 

（３）報告１「消防局組織改正について」 

   平成２２度千葉市の組織改正に伴う、消防局の組織の再編について事務局から報 

  告があった。 

 

（４）報告２「『指導救命士』の指名について」 

平成２２年度から運用を開始する「指導救命士」について、消防局内で実施した 

選考試験の審査結果に基づき消防局長が２人を指名したことについて事務局から

報告があった。 

 

（５）報告３「『一般救急救命士の再教育病院実習』について」 

   平成２２年度から実施する「一般救急救命士の再教育」に関する病院実習が５月

から開始されたことについて事務局から報告があった。 

 

（６）報告４「指令センター共同運用に伴う『千葉市消防局指令センター医師常駐体制 

に関する千葉市救急業務検討委員会の見解』について」 

   平成２５年度に共同指令センターが運用を開始することに伴い、千葉市消防局で

実施している「指令センター医師常駐体制」について、「平成２１年度第１回千葉

市消防局救急業務検討委員会」において、各委員からコンセンサスを得た内容を千

葉県に設置されている「指令業務の共同運用とメディカルコントロール体制に関す

る検討会」に対し報告することについて事務局から報告があった。 

 

（７）報告５「救急隊と航空救急隊の同時出動体制の運用について」 

   重篤な傷病者を早期に医療機関へ搬送することを目的に平成２２年６月１日か

ら「救急隊と航空救急隊の同時出動体制」の運用を図ることについて、事務局から

報告があった。 

 



 
 

（８）報告６「平成２２年度委員会・専門部会開催予定について」 

   今年度に事務局において予定している「本委員会及び専門部会の開催予定につい

て事務局から報告があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

８ 審議概要 

古川補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安川局長 

 ただいまより平成２２年度第１回千葉市救急業務検討委員会を開

催させていただきます。それでは、本委員会委員の委嘱期間満了に

伴い、平成２２年度新たに委員の委嘱を、お引受けいただきました

先生方をご紹介させていただきます。なお、委員の皆様におかれま

してはすでに面識をお持ちのことと存じますが、事務局から順次ご

紹介させていただきます。 

 今まで本委員会の委員長としてご尽力いただきました平澤博之委

員です。続きまして千葉大学医学部附属病院救急部教授の織田成人

先生です。続きまして今年度より新たに委員となられました山王病

院病院長の谷嶋つね委員です。続きまして千葉県救急医療センター

医療局長中村弘委員です。続きまして JFE 川鉄千葉病院院長山本義

一委員です。続きまして千葉市医師会理事高橋敬一委員です。高橋

委員は竹田委員の後任として今年度から委員をお願いしておりま

す。続きまして千葉中央メディカルセンター病院長の中村孝雄委員

です。続きましてみつわ台総合病院副委員長の中田泰彦委員です。

続きまして千葉市立青葉病院病院長の高橋長裕委員です。高橋委員

は更科委員の後任として今年度より委員をお願いしているところで

あります。続きまして千葉市立海浜病院病院長の廣瀬彰委員です。

続きまして千葉脳神経外科病院病院長の湧井健治委員です。なお、

本日、千葉市医師会副会長遠藤毅委員の後任であります中野義澄委

員と国立病院機構千葉医療センター病院長の増田政久委員は欠席と

なっております。 

以上で委員の紹介は終わります。なお、資料２に平成２２年４月

１日付けで本委員会の委員名簿を添付しております。続きまして本

委員会のオブザーバーとしてご出席されております関係機関の方々

をご紹介させていただきます。千葉県医療整備課山口室長です。続

きまして千葉県消防地震防災課安西室長です。続きまして千葉市健

康医療課森係長です。続きまして千葉市病院事業室渡辺係長です。 

続きまして事務局の紹介をします。消防局長の安川です。警防部

長の飯塚です。救急課長の渡邉です。救急管理係長の山口です。救

急高度化推進係長の鮫島です。救急課の高山です。同じく新濱です。

同じく植田です。指令課長の初芝です。最後になりますが、救急課

の古川です。よろしくお願いします。 

それでは、開会に先立ちまして消防局長の安川よりご挨拶を申し

上げます。 

消防局長の安川でございます。委員の皆様には大変お忙しい中、
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今年度第１回の千葉市救急業務検討委員会にご出席いただき、誠に

ありがとうございます。さて、この千葉市救急業務検討委員会でご

ざいますけども、昨年までは、要綱に基づき開催されておりました

が、今年度からは、千葉市救急業務検討委員会設置条例を制定いた

しまして、千葉市の条例に位置付け、新たに運用を開始するわけで

ございます。この千葉市救急業務検討委員会は、平成１４年に設立

されて以来、９年目を迎えました。その間に指令センターの医師常

駐体制ですとか、あるいは救急救命士の処置拡大に伴うプロトコー

ル作成と救急業務の高度化に対応していただいてきたわけです。ま

た、救急救命士の再教育体制についてもご尽力いただきまして、今

年度から再教育を実施することとなりました。さらに、昨年は消防

法の一部が改正されまして傷病者の搬送及び受入れ体制の実施基準

の作成、あるいは実施基準に向けての協議会の設立について示され

たわけでございます。現在は、県の医療整備課あるいは消防地震防

災課において対応いただいているところですが、当局におきまして

も県と協力しながら千葉市の救急体制の整備をさらに頑張りたいと

思っております。つきましては、委員の皆様方におかれましても、

一緒にご検討していただければと思っておりますのでよろしくお願

いいたします。最後に委員の皆様方には、今後とも千葉市の救急業

務各搬にわたりご尽力ご協力をお願い申し上げますとともに、この

委員会の益々の発展とご参加の皆様方の益々の活躍をご祈念申し上

げまして簡単ではございますがごあいさつとさせていただきます。

本日はよろしくお願いいたします。 

ありがとうございます。なお、安川局長ですが業務の都合上ここ

で退席させていただきます。 

それでは、会議資料の確認をさせていただきます。お手元の資料

１ページ目ですが、本日の会議の次第となっております。次にイン

デックス議事概要ですが、「平成２１年度第４回千葉市消防局救急業

務検討委員会の議事概要」となっております。次にインデックス議

題１ですが、「委員長の選出及び職務代理者の指名について」の議案

要旨となっておりインデックス資料１及び資料２につきましては本

議題の資料となっております。次にインデックス報告１ですが「消

防局組織改正について」の報告要旨となっており、インデックス資

料３につきましては、本報告の資料となっております。続きまして

インデックス報告２ですが「指導救命士の指名について」。インデッ

クス報告３は「一般救急救命士の再教育病院実習について」の報告

要旨となっております。次にインデックス報告４ですが「指令セン

ター共同運用に伴う〈千葉市消防局指令センター医師常駐体制〉に
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関する千葉市救急業務検討委員会の見解について」の報告要旨とな

っておりインデックス資料４及び５は、本報告の資料となっており

ます。続きましてインデックス報告５ですが「救急隊と航空救急隊

の同時出動体制の運用について」の報告要旨となっており、インデ

ックス資料６及び７は本報告の資料となっております。続きまして

インデックス報告６ですが「平成２２年度委員会・専門部会開催予

定について」の報告要旨となっており、インデックス資料８は本報

告の資料となっております。最後になりますがインデックスその他

ですが、「平成２２年度第２回千葉市救急業務検討委員会の開催日程

について」となっております。お手元に、１６ページになりますが、

「指令センター共同運用に伴う千葉市消防局指令センター医師常駐

体制に関する千葉市救急業務検討委員会の見解について」というこ

とで差し替えを置いてありますので差し替えくださいますようお願

いします。以上で資料の確認を終わります。乱丁、落丁等はござい

ませんでしょうか。以上で、資料の確認を終わります。 

それでは、議事を進行させていただきます。進行につきましては、

委員長が選出されるまでの間、事務局である消防局渡邉救急課長が

議事を進行させていただきたいと思いますがそれでよろしいでしょ

うか。はい、ありがとうございます。それでは、渡邉課長、議事の

進行をお願いします。 

救急課長の渡邉でございます。ただいま事務局から説明がありま

した、委員長が選出されるまでの間、議事進行を担当させていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

それでは、次第２の「平成２１年度第４回千葉市消防局救急業務

検討委員会」議事概要について事務局から説明をお願いします。 

それでは、「平成２１年度第４回千葉市消防局救急業務検討委員会

議事概要について」ご説明いたします。お手元のインデックス議事

概要をお開きください。「平成２１年度第４回千葉市消防局救急業務

検討委員会」は、平成２２年３月１日、委員１０人の出席により消

防局で開催し、２件の議題と３件の報告事項が取り扱われました。

なお、「議事概要」の説明につきましては、本委員会の開催に先立ち

委員の皆様方に事前配布の上ご確認いただいておりますことから省

略させていただきます。以上で「平成２１年度第４回千葉市消防局

救急業務検討委員会」の議事概要についてご説明を終わらせていた

だきます。ご指摘などございましたらお願いいたします。 

ありがとうございました。ただいま、事務局から「平成２１年度

第４回千葉市消防局救急業務検討委員会」の議事概要について報告

がありました。各委員の皆様方には事前に資料としてお渡ししてお



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廣瀬委員 

渡邉課長 

 

各委員 

渡邉課長 

 

 

平澤委員長 

 

 

渡邉課長 

 

 

 

平澤委員長 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉課長 
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りましたが、報告内容又は記載事項について、ご指摘などございま

せんでしょうか。 

ご指摘等ございませんということで、それでは引続き議事を進行

させていただきます。 

次第３、議題１「委員長の選出及び職務代理者の指名について」

ご説明いたします。資料インデックス議題１をお開きください。本

委員会の委嘱期間満了に伴いまして新たに委員の委嘱が行われたこ

とから本委員会設置条例の定めによりまして、委員会の互選により

委員長の選出をお願いしたいと存じます。つきましては、委員長の

選出に当たり、ご推挙お願いいたします。 

平澤委員を委員長として引続きお願いしたいと思います。 

 ただいま廣瀬委員から平澤委員を委員長としてご推挙いただきま

したが、委員の皆様いかがでしょうか。 

異議なし。 

 ありがとうございます。前任期中も委員長として大変ご尽力いた

だいておりましたが、委員皆様方のご推挙をいただきましたので平

澤委員、お引受けいただけますでしょうか。 

 ありがとうございます。今までの流れで、また私ということです

ので、謹んでお引き受けしたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 ありがとうございました。委員の皆様方のご推挙と平澤委員の承

諾が得られましたので、本委員会の委員長は平澤委員にお願いする

ということで決定させていただきます。それでは、平澤委員長、ご

挨拶をお願いいたします。 

 この、千葉市救急業務検討委員会も順調に業務を重ねてきており

ますが、まだまだそれでも、指令センターの共同運用とか、消防の

広域化という大きな課題も控えておりますし、プロトコールもまだ

しっかり完成したわけではございません。消防ヘリのより有効な活

用ということも課題として残っておりますので先生方におかれまし

ては、日常の業務が忙しいところではございますが、新しく委員に

なっていただいた先生方も含めてどうかよろしくお願いいたしま

す。 

 平澤委員長、ありがとうございました。 

 引続き職務代理者の指名についてご審議をお願いしたいと存じま

す。つきましては、恐れ入りますが平澤委員長に職務代理者のご指

名をお願いいたします。 

 それでは規則に則りまして指名をしたいと思うのですが、これも

従前どおり、「職務代理者」として千葉大学医学部附属病院救急部の
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織田成人教授にお願いしたいと思いますが皆様いかがでしょうか。 

 異議なし。 

 ありがとうございました。ただいま、平澤委員長から織田委員と

するご指名がございましたので「職務代理者」は織田委員と決定さ

せていただきます。織田委員よろしくお願いいたします。 

 それでは、議題１に関する審議決定によりましてこれにより議事

の進行を平澤委員長にお願いしたいと存じます。平澤委員長よろし

くお願いいたします。 

 それでは議長を努めたいと思います。今回は、新しいメンバーで

したので、まず「委員長」それから「職務代理者」を決めていただ

きましたが、議題としてはそれだけで、後は報告事項でありますが

重要な報告事項ですのでどうかよろしくお願いいたします。最初は、

「消防局の組織の改正」ということで事務局から説明をお願いいた

します。 

 それでは、報告１「消防局組織改正について」を、ご説明いたし

ます。平成２２年４月１日付けで千葉市は、全庁的に組織改正を実

施いたしました。消防局においても従前は救急救助課として、救急

係・救助係・航空隊の３係でありましたが、新たに救急課、航空課

として課制を敷くことといたしたものであります。インデックスの

資料３をお開きください。救急課ですが、救急管理係と高度化推進

係の２係、課員８人で運用することとなりました。各係の事務分掌

は資料３に示したとおりでございます。救急業務執行体制の充実強

化により今後更に円滑な業務を推し進めて参りたいと思いますので

委員の皆様方には、今後ともよろしくお願い申し上げます。以上で

消防局組織改正についての説明を終わります。 

 ありがとうございました。大きな市の救急は、大体救急課が独立

していて、千葉市のように救急救助課というのは、少なくなってお

りますことから、救急課にして救助係の方は他に吸収していただい

たという形らしいです。それで救急課の中には、救急管理係と高度

化推進係の２つがあるということなのですが、何か質問等ございま

すでしょうか。 

 救急課は、人員増があったのですか。 

 １人増員となっております。先生方からご連絡いただく時には、

どちらの係ということなく、今までどおり変わらずにお電話してい

ただければ対応させていただきますので、ご心配はございません。 

 ではよろしくお願いします。 

 それでは、報告事項の２「指導救命士の指名について」事務局か

ら報告をお願いします。 
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 報告２「指導救命士の指名について」ご報告いたします。インデ

ックス報告２をお開きください。「平成２１年度の第４回の千葉市消

防局救急業務検討委員会」において「一般救急救命士の再教育実施

計画」と併せ「指導救命士」につきましてもご承認を得たことから、

消防局内で「指導救命士」の要件を満たす職員を対象に選考試験を

実施いたしました。警防部長をはじめとする審査員で厳正な審査の

結果、ここに示してあります稲毛消防署「齋賀喜博」緑消防署「石

田悦美」の両名を「指導救命士」として指名いたしました。両名に

つきましては、今年度の救急救命士の再教育をはじめ消防局で実施

する、救急隊員教育等で活用していく予定でございます。以上で「指

導救命士の指名について」の説明を終わります。 

 ありがとうございます。今回新しく委員になられた先生方はあま

り聞いたことがない名前だとお思いになるかもしれませんが、救急

救命士の再教育や教育に関して医師や医療機関だけでは無理もあり

ますので、救急救命士の中で特に経験も豊富な人達を選んで、「指導

救命士」という名称を付与して日常の業務の他に救急救命士のため

の再教育をしていただく人達を選んだということであります。 

 国として定めている制度ではないですが、多くの市町村の消防で

そういう名称を作って進めていこうとしている中であります。全国

ではまだあまりないようですが、今のところ、千葉市消防局だけで

すか。 

 そうです。 

 千葉市が全国的に先行ということで「指導救命士」を選考して報

告２にございますように「齋賀」さんと「石田」さんが、選考され

たというわけです。勿論、この両名は救急救命士であります。それ

の一段上の形を与え、頑張っていただきたいということであります。

ただ、この人達は大変で、「指導救命士」としての仕事だけをするの

ではなく、通常の救急業務もやった上で、しかも無報酬で頑張って

いただけるということなので大変だと思います。本人達が頑張って

やっていただけるということなので、よろしくお願いしたいと思い

ますが、何かご質問、コメントございますか。 

 資料をいただいたときに前もってご連絡しておけば良かったんで

すが、できれば簡単な履歴とかそういったものを付けていただくと

初めて名前だけ出されても我々はよく知っている方なんですが、全

然知らない委員の先生方はどういう方がなったのかが分からないと

思いますので、次回からは是非そういう形にしていただきたいと思

います。 

 わかりました。ではこの両名の履歴については作成して委員の先
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生方に送りたいと思います。 

 ありがとうございます。参考までに、任期についてはどういう取

り決めとしておりますか。 

 基本は、２年間を任期としておりますことから、今回は平成２２

年度及び平成２３年度の２年間ということになります。延長は１回

認めますので、２４年度、２５年度もこの２人が継続するというこ

とも考えられます。このため、２年後には新たに２人の「指導救命

士」を選出することが決定されておりますので、平成２４年度、平

成２５年度には最大４人になるということが考えられます。「指導救

命士」については最大人員が４人ということで、「再教育の専門部会」

の中で検討し、千葉市救急業務検討委員会においてもお認めいただ

いているところです。 

 はい、ありがとうございました。他に何かご意見、ご質問ござい

ませんか。よろしいでしょうか。ではこの両名に全国でも初めてだ

ということですので「指導救命士」として是非頑張っていただきた

いと思います。 

 それでは、報告３に進みます。「『一般救急救命士の再教育病院実

習』について」事務局よりご報告をお願いいたします。 

はい、それでは報告３「『一般救急救命士の再教育病院実習』につ

いて」事務局よりご報告いたします。インデックス報告３をお開き

下さい。一般救急救命士の再教育につきましては、「平成２１年度第

４回の千葉市消防局救急業務検討委員会」において承認を得たこと

から、事務局で順次、進めております。一般救急救命士の再教育の

項目であります病院実習につきましては今月から、みつわ台総合病

院と千葉中央メディカルセンターにおいて、１人ずつ実施いたしま

す。 

 また、今後実習医療機関の先生方と調整を行い、順次、病院実習

を進めて行く予定でおります。 

 以上で、説明を終わります。 

 はい、ありがとうございます。また今回新しく委員になった方も

おいでになるので整理しておきたいと思うんですが、救急救命士に

なると再教育を受けなければいけません。救急救命士の中でも薬剤

投与を許されている救急救命士、それから気管挿管を許されている

救急救命士がいて、その人達はそれぞれ薬剤投与と気管挿管につい

て再教育を受けているんですが、その他にそういう資格を持ってい

る人を含めて救急救命士はすべてそれとは別の再教育を受けなけれ

ばいけないということで、それを一般救急救命士と表現してござい

ます。その再教育の病院実習をここに示してありますように中田先
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生のところのみつわ台総合病院とそれから中村先生のところの千葉

中央メディカルセンターで２日間ずつやっていただけるというご報

告でございます。この、一般救急救命士の病院実習については、実

習が決定するたび委員会に報告をするわけですか。 

 今回は、本年度最初になりますのでご報告させていただきました。

年度末の本委員会において再教育結果をご報告させていただきたい

と思います。 

 ありがとうございます。中田先生のところと、中村先生のところ

は大変でしょうがよろしくお願いいたします。 

 他に意見がございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告４「指令センター共同運用に伴う千葉市消防局指

令センター医師常駐体制に関する千葉市救急業務検討委員会の見解

について」事務局からご説明をお願いします。 

はい、それでは報告４「指令センター共同運用に伴う『千葉市消

防局指令センター医師常駐体制』に関する千葉市救急業務検討委員

会の見解について」ご報告いたします。インデックス報告４を、お

開きください。 

平成２５年から共同指令センター運用開始に伴い当局で実施して

いる指令センター医師常駐体制の運用について「平成２１年度第１

回の千葉市消防局救急業務検討委員会」においてご審議いただきま

した。インデックス資料５をお開きください。中段の１から３まで

が昨年の第１回千葉市救急業務検討委員会でご審議いただいた項目

であります。 

１として「救急救命士の指示体制について」これは従来どおり地

域ＭＣで実施している指示体制を継続するということ。 

２として「指令管制員の行う口頭指導に関する指導及び助言につ

いて」これについては、常駐医師は、共同指令センターに勤務する

すべての指令管制員に対して口頭指導に関する指導助言を実施する

ということです。 

３として「千葉市以外の救急隊から指導助言の要請があった場合

は、これに対応する」という３点でございます。この資料５を千葉

県救急業務高度化推進協議会と千葉県消防指令業務共同運用推進協

議会の合同会議でございます「指令業務の共同運用とメディカルコ

ントロール体制に関する検討会」に千葉市の意見として提出させて

いただきます。インデックス資料４が「指令業務の共同運用とメデ

ィカルコントロール体制に関する検討会」の要綱となっております。

以上で説明を終わります。 

はい、ありがとうございました。 
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 これもまた、新しい委員の先生方がいらっしゃいますので、説明

が必要かなと思いますが、千葉県の房総半島それから東部をほとん

どカバーして行うという形で、今までは、各市町村で行っていた指

令業務を、千葉市の指令センターに集約して行うというわけです。

千葉市の人口も含めて千葉県を分けたものですから、もう一方の松

戸市の方はエリアとしては非常に小さいのですがこちらは非常に大

きいわけです。少しややこしいことには千葉市だけが医師の常駐制

度を指令センターでやっているものですから、それを他の市町村が

入ってきたときに、すり合わせを行う必要が出てくると、その時に

千葉市のＭＣ協議会の公式見解として意見を出して先方と話しを進

めなければならないことから、委員の先生方の意見を集約しました。

「指令業務の共同運用とメディカルコントロールに関する検討事務

局」というのがございますのでこれに対して千葉市救急業務検討委

員会としては、こういうふうにやりたいということで、資料にござ

いますように３つにまとめられて千葉市のＭＣ協議会として意見を

出しますけれども、そういうことでいいですね。千葉市としてのＭ

Ｃ協議会の意見をオーソライズして下さいというわけです。委員の

先生方よろしいでしょうか。内容については、以前からの委員会の

審議の中で練った内容となっております。これがそのまま通るか相

手がいることですからわかりませんけれども、共同運用された暁に

は、千葉市のＭＣ協議会としてはこうやりますよ、という内容を今

後、房総半島地区や東部地域のＭＣの先生方と、議論していくこと

となります。それに関して千葉市の意見としてこうですよ、これで

いいですね、ということなのですが、何かご質問や意見ございます

でしょうか。 

これは非常に大きな仕事で基本的には指令課も関係していること

がございます。そういうことで今日は、指令課長の初芝さんにもご

出席いただいておりますので、何か更に加えることがありましたら

ご説明いただけますか。 

 指令課長の初芝でございます。「指令業務の共同運用とメディカル

コントロール体制に関する検討会」は、昨年の１２月１６日に第１

回の検討会が開催されました。それ以前に県内８地域、メディカル

コントロール協議会に対しまして、指令業務と関連するものがどう

いうものがあるかということで、ご意見を千葉県の事務局の方で集

約していたのですが、１４項目が大きな項目として挙がりました。

そのうちの１０項目につきましては、第１回の会議で解決というか

方向性が示されました。残っているものが、こちらで見解として検

討会に出そうとしているのが、「指令センター常駐医師制度に関する
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運用について」が１つ、それから「指令管制員の行う口頭指導」が

１つ、それともう１つが「共同指令センターからの通報受付時のド

クターヘリ要請」についてどうするかということ、最後に、隣接市

域での境界で救急要請があった場合に、この出動体制をどうするか

ということで、この４点が今後検討すべき項目として残っておりま

す。このうち指令センターの「医師常駐制度」の運用と「指令管制

員の行う口頭指導のプロトコール」の統一につきましては、千葉市

の方が主体的に決めた結果をお認めいただくことが合理的であろう

と、これを本日ご承認いただきたいということでございます。それ

から、ドクターヘリの指令センターへの要請につきましては、ドク

ターヘリ運営協議会というところで判断基準を検討していただきま

して、それができましてから協議をするということ、それから、隣

接市域での境界への出動というのが一番の問題として残っておりま

すけれども、これにつきましては、ご存じのように消防は、法律に

より市町村単位で運営されておりますことから、隣接区域の市域を

越えて出動するというのは、非常に難しい面がございます。現状の

相互応援協定というのが県内にありまして、これで運用できないか

という検討を致しましたけれども、できないだろうということで、

今、消防局で検討しているところの結論としまして、やはり救命に

直接効果がある場合は、住民サービスの観点から出動すべきであろ

うということになりまして、今、どういう場合に救命の効果がある

のかという条件を消防で抽出し、意見がまとまりましたら「千葉市

救急業務検討委員会」でご審議いただき、承認していただければそ

の方向で出動しようということでございます。現状の相互応援協定

では、自動的に救急車を出動させるということは非常に難しいとい

うことでございますから相互応援協定につきましては、その結論に

従いまして別途、相互応援協定を結ぶという方向で検討が進められ

ております。以上でございます。 

 ありがとうございます。これは、委員の方々が前からいわれてい

たのですが、せっかく共同運用するのだから直近対応で市町村の境

界を越えて近い方の救急車が行ったら良いのではと考えますが、事

は簡単ではなくてなかなか難しいけれども救命の効果があるようだ

ったら、やっていただけるということですね。 

それからせっかく指令センターを共同運用するんだから、各メデ

ィカルコントロール協議会の地域での救急救命士が行う特定行為、

つまり気管挿管とか薬剤投与とかの指示をこの千葉市の指令センタ

ーの１箇所でまとめてやればいいんじゃないかという意見もありま

したが、それは従前から、その地域ごとに救急救命士、消防の方達、
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メディカルコントロールの中心を担ってきた救急病院の先生方との

間でいわゆる顔の見える関係が成り立っておりまして、その方がス

ムーズであろうということもありますのでいかがでしょうか、とい

うのが千葉市救急業務検討委員会の見解であり、これを提案すると

いうことです。よろしいでしょうか。 

では、共同運用してどんな良いことがあるのと、お考えになるか

もしれませんけど、いろいろ良いことがあるそうです。機械が一つ

で済むということも良いことかもしれませんし。ですからここのス

ペースもものすごく広くなって、いっぺんに指令センターに取り付

く人数も多くなると思いますし、今現在、指令課３係で運用してお

りますが、１係７人ですか。これからは、１９人になるということ

ですね。ですから常駐医の先生方も忙しくなるということもあると

思います。個人的な興味もあるんですが、今現在、通報と同時に通

報場所が表示されるシステムとなっておりますが、１１９番が入っ

た時に、これから広域的意味で、この受持地域のすべて通報場所が

出るようになるのですか。 
千葉市の受け持つ北東部南部２０消防本部すべてのエリアで通報

時にその位置がすぐに出るというシステムを導入します。もし万が

一それでも場所が判らないということきには、受け持ちの消防本部

の職員と指令センターの通信員と通報者と３者通話ができるシステ

ムを備えて、まさかのときの通報受付に備えようという考えでござ

います。 

平成２５年の運用開始ですか。 

今のところ平成２５年度当初の運用を考えております。 

 そういうことだそうです。何かほかに補足説明とかご質問ござい

ませんか。よろしいでしょうか。それではいま皆さんにお示したこ

の見解というものを千葉市救急業務検討委員会のオフィシャルな見

解として「指令業務の共同運用とメディカルコントロール体制に関

する検討会」に上げたいと思います。 

続きまして報告５、「救急隊と航空救急隊の同時出動体制の運用に

ついて」事務局からご報告をお願いいたします。 

 それでは、報告５「救急隊と航空救急隊の同時出動体制の運用に

ついて」ご説明いたします。インデックス報告５をお開き下さい。

委員の皆様には、すでにご承知のことと存じますが、千葉市消防局

では消防ヘリ２機を活用して消防活動、救急活動を実施しておりま

す。インデックス資料７をお開き下さい。救急ヘリとして運用する

ための「回転翼航空機による救急業務実施要綱」を定めており、こ

れに基づき運用しているところであります。 
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 今般、この消防ヘリを救急ヘリとして更に効果的に活用するには

どうしたらよいかという観点から、１１９番入電時、指令管制員が

救急ヘリの必要性を判断して消防ヘリを救急ヘリとしてディスパッ

チし、救急隊と救急ヘリの同時出動を行うものであります。有効エ

リアは資料２１ページの地図に示した千葉大学医学部附属病院と千

葉県救急医療センターの半径６キロメートル以上の区域で発生した

場合、救急ヘリ適応症例となります。現状では、概ね緑区、若葉区

が対象地域となります。インデックス資料６には本計画の概要、２

０ページには救急隊と航空救急隊の同時出動体制の概要図を提示し

てございます。この救急隊と航空救急隊の同時出動は平成２２年６

月１日運用を開始したいと考えております。 

 また、現在、航空救急隊で医療機関の医師をピックアップし、救

急現場に搬送し必要な処置を実施後、搬送するという「ドクターピ

ックアップ方式による救急活動」の実施に向け、検討を進めている

ところでございます。 

 本同時出動の運用結果につきましては、この「ドクターピックア

ップ方式による救急活動」の基礎資料としても活用したいと考えて

おります。以上で説明を終わります。 

 ありがとうございます。整理しておきたいんですが、千葉県は全

国でも珍しいドクターヘリ２基地体制となっており、ドクターヘリ

が活躍しているのですが、それとは別に千葉市は消防ヘリを持って

いるので、消防ヘリを活用して千葉市内において救急車で搬送する

よりも消防ヘリで搬送した方が早いと想定されるときには消防ヘリ

で搬送するというシステムを６月１日から運用するのでよろしくお

願いしますということです。 

 最後に言われたのは、このシステムを発展させてスタートの時に

は、ドクターは搭乗しないのですが、そのデータが蓄積されたらそ

のデータに基づいて今のところは千葉大学医学部附属病院かあるい

は、千葉県救急医療センターかまだはっきり決まってはいないので

すが、そこまで消防ヘリが行って、ドクターをピックアップしてド

クターと一緒に現場まで飛んでドクターヘリと同じような業務をや

るということも視野に入れているということです。しかし、とりあ

えずは運ぶのにヘリで搬送した方が早いと思われる地点では救急車

が出ると同時に航空救急隊が出動するということですね。 

 この前も聞きましたが、想定される出動件数はどれくらいになり

そうですか。 

 想定される出動件数は、現状の昼間帯、月曜から金曜まで運用す

ると考えまして、統計データで年間約１２０件でございます。その
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中からいわゆる空振りといいますか、通報内容がはっきりしない、

あるいは、傷病者がいないというようなことを引いていきますと、

約７０から８０件を想定しています。 

 ということだそうですが、皆さんシステムとしてはおわかりいた

だけたでしょうか。 

 織田先生、将来的には千葉大学医学部附属病院からドクターをピ

ックアップしていく、そこのところはどうですか？ 

 今病院の方とも交渉しておりまして、病院としては千葉大学医学

部附属病院にはヘリポートがありますので、簡単にドクターをピッ

クアップできるということで病院としても協力する方向であるとい

うことで、これから細かい点ですね、契約等について検討していく

ことになっています。 

 中村先生、県救急医療センターもドクターを出せると考えていた

だいているんですか？ 

 いいえ、そのお話しはまだ進んでおりませんが、大学が中心で始

めれば共同するという考え方で良いと思います。 

 ということです。皆さん、お分かりいただけましたでしょうか。 

 ドクターが搭乗するときに、ドクターヘリを呼ぶか、航空救急隊

を呼ぶかというのはどうなるんですか、イメージとして。 

 そこは実際に６月１日からの救急隊と航空救急隊の同時出動を運

用しまして、実際に時間経過のデータを集計し、分析してみないと、

もちろんドクターヘリが飛んでから着くまでにどの位かかるかとい

うデータは、持ち合わせていないのですが、これら情報収集した上

で、将来対応しなければならない事項を、順次問題提起していくこ

とになると思います。救急課では、このように考えております。 
 織田先生どうぞ 
 ドクターヘリが今２機体制で飛んでいますけれども、その運用に 
我々の関連病院である君津中央病院が１機、運用しているわけです

が、意外と、２機の同時出動というのもあってですね、お互いに区

域を決めているんですけれども、相手の区域まで飛んだりですね、

病院収容後、またすぐに出動しないといけないという状況もあるら

しいんですよね。ですから、そういうことを補完できる可能性はあ

るのかなと思っています。ただ、競争するのではなくてですね、お

互いが補完できるような形で運用していけば私は十分に活用可能で

はないのかなと思っているのですが、それは区域を決めて千葉市は

千葉市内しか飛ばないとかですね、そういう運用の仕方ではうまく

いかない可能性があると思うんですね。その辺も含めて、今後検討

していただきたいと思います。 
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 他の委員の方はご意見ありますか。 
 別に反対するわけではないのですが、一般の方から見たらこれは

うるさいし、維持費がかかる。こんなに狭いところで４機も飛ばし

て必要性が問われると思うのですが、それにどう答えますか。 
 今のご意見でございますけれども、そういった面も検討する上で

の６月１日からの同時出動の体制でございます。実際に現行でも航

空救急隊を要請するというようなことが可能であって、実際に年間

数件というような形で航空救急隊として出動しております、しかし

ながら、出動回数がなかなか実績として出てこない、という部分が

ありまして、それを６月１日から救急隊長であるとか、ディスパッ

チをする指令管制員が人の考える余地をなるべくなくしてシステム

として同時出動させるといった方法で実施し、データを集積したい

と思っております。現行では、かなり数値的なデータだけは揃って

おりますけれども、当然、騒音苦情であるとか、あるいは、臨着上

に降りる際のですね、付近の方から苦情が来るかもしれませんが、

そういったところも含めて同時出動の体制を踏まえ検証していきた

いと思っております。 
 よろしいですか、中村先生。 
 積極的でいいと思うんですけど、どう説明するのかなと、納得し

ていただけるのかなと、今のお話しですと、後からこれだけ有用で

すよと示したい、と理解していいですね。分かりました。 
 あとは、費用対効果というか、コストパフォーマンスがあるのか、

僕はヘリコプター１回飛ばすといくらかかるか知りませんけれども

そこらも問題になるかもしれませんね。 
 何かございますか。 
 僕が期待しているのは、緑区とか、僕は緑区に住んでいるんです

けど、緑区で大怪我したり、病気になったらなかなか助からないな

と治療していていつも思っていて、かなり時間がかかるんですよね、

１時間近くかかりますのでそういうところは使えるんじゃないかな

と思っていまして、中村先生は市民にどうやって説明するんだとい

うことですけど、緑区や若葉区の人にとってはですね、救いの神に

なるかもしれないなと僕自身は思っております。 
 ありがとうございます。この「千葉市救急業務検討委員会」で一

応ご報告してお認めいただいたということですので、６月から始め

てみるということでまた詳細とか結果、是非この機会にご報告いた

だいて皆さんで検討していただきたいと思います。 
それでは、報告６、「平成２２年度委員会・専門部会の予定につい

て」事務局からご報告をお願いいたします。 
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それでは、報告６、「平成２２年度委員会・専門部会」の開催予定

についてご説明いたします。インデックス資料８をお開きください。

平成２２年度の予定表となっております。親委員会でございます本

委員会は３回の開催を予定しております。専門部会に関してですが、

「事後検証に関する専門部会」は今の検証票になってから専門部会

を開催していないので、一度、救急隊員、検証医師の意見をお聞き

し、今後の事後検証体制について検討したいと考えております。 
次に、「救急隊員の行う外傷処置に関するプロトコール作成専門部

会」ですが、こちらも、プロトコールが運用開始されて以来、専門

部会を開催しておりませんので、救急隊員の意見等を聞き、専門部

会で一度、議論したいと考えております。特に、専門部会において

も問題事項がないということであれば、この「救急隊員の行う外傷

処置に関するプロトコール作成専門部会」につきましては、閉会し

たいと考えております。 
最後に、「救急救命士の再教育に関する専門部会」でございますが、

来年の２月に開催し、再教育の実施状況及び教育結果について議論

いただきたいと思います。以上で、「平成２２年度千葉市救急業務検

討委員会及び専門部会の開催予定について」の説明を終わります。 
ありがとうございます。今、先生方が出席して開催していただい

ております親委員会という「千葉市救急業務検討委員会」の下に現

時点で３つの専門部会がぶら下がっているわけです。「事後検証に関

する専門部会」、それから、「外傷処置に関するプロトコール作成専

門部会」、それから「再教育に関する専門部会」です。その中で、こ

の外傷処置に関するプロトコール作成専門部会はプロトコールを作

成して、それを今実際に行っているんですが、その後ずっと審議さ

れておりませんので、本当にそのプロトコールで良かったのかとい

うことを１回検証して、特に問題がなければ、この専門部会は解散

といいますか、一応そこで終わりにするということになるかと思い

ます。ただ、プロトコールを作らなければいけないのは外傷だけで

はありませんので、また、外傷のことが終わった後に、一番プロト

コールを必要としているような急性疾患とか病態に対して専門部会

を立ち上げるというようなことになると思いますが、とりあえずは

今年度はそこにありますように各専門部会が１回ずつ会議を開催す

るということでございます。 
何かご意見はございますか。 
親委員会の先生方もこれらの専門部会に出席していただいている

方もいらっしゃいますのでご苦労ですが、是非よろしくお願いした

いと思うのですが、そのほかに、この親委員会は５月、１２月、３
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月と開く予定だということですね、日程についてはまた先生方にア

ンケートを取って一番多くの先生方が出席していただけそうな日を

選ぶというというようなことになると思いますが、こういうことで

いきたいということであります。 
よろしいでしょうか。何かご意見ございますか。 
それでは、そういうことで委員会や専門部会をやっていただきた

いというふうに思います。 
以上で、本日は議題としても委員長の選出だけでしたので報告事

項もスムーズにいっていつもより短い時間で終わりました。 
それでは最後に事務局からその他についてご案内があるようです

のでお願いいたします。 
それでは、「平成２２年度第２回千葉市救急業務検討委員会の開催

日程について」ご案内いたします。 
次回、「平成２２年度第２回千葉市救急業務検討委員会」は、平成

２２年１２月中旬を予定しております。委員の皆様におかれまして

はお忙しいところ誠に恐縮ですが、１１月中旬に日程調整表のファ

ックス送信をさせていただきますので、その際にはご回報ください

ますようお願いいたします。 
以上で「平成２２年度第２回千葉市救急業務検討委員会の開催日

程について」の説明を終わります。 
ありがとうございます。よろしいでしょうか。どうかよろしくお

願いいたします。それでは、これで終わりましたので進行を事務局

へお返ししたいと思います。よろしくお願いします。 
ありがとうございました。それでは、閉会に当たり、飯塚警防部

長よりご挨拶を申し上げます。 
警防部長の飯塚でございます。委員の皆様には大変お忙しい中、

長時間にわたりましてご審議いただきましてありがとうございまし

た。本日ご報告をさせていただきました事項につきましては消防局

と致しましても適切に執行してまいります。委員の皆様のご協力を

お願いいたします。救急救命体制の充実強化を図るメディカルコン

トロール体制の重要性はますます高まっており、今後とも委員皆様

のお力添えを頂きまして救急行政を推進してまいりたいと考えてお

りますので、ご指導ご協力の程よろしくお願いいたします。本日は

誠にありがとうございました。 
ありがとうございました。以上をもちまして、平成２２年度第１

回千葉市救急業務検討委員会を終了いたします。長時間にわたりご

審議ありがとうございました。 
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